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研究概要

１型糖尿病の治療（インスリンによらない1型糖尿病治療法の確立）

　可能な限り速やかに１型糖尿病の治療を経口薬物治療に切り替えることを目指しています。
医療用医薬品としてすでに使用されている薬剤を用いるので、１型糖尿病の治療薬として販売
するまでに必要な各ステップにおいて時間短縮が図れることが最大のメリットです。

　すでに販売されている薬剤の中には、膵臓の細胞をインスリン産生・分泌
細胞として再出現させる可能性のあるものが存在することが分かりました。
根治に至る迄の過程の選択肢として、月に一度の服薬で血糖コントロールが
維持されるような治療法の開発を目指します。
＜研究内容＞
　一旦、失われたと思われた膵臓のインスリン産生（β）細胞が、再生条件
の詳細は未だ不明ながら、生体内で再生（再分化）することは他大学の複数
の研究成果（動物実験の結果）からも確実です。私達は、β細胞のない１型
糖尿病モデルマウスを作り、このモデルマウスに様々な薬剤を投与して、薬
剤が血糖コントロールに及ぼす効果を調べています。身近な薬剤を用いて生
体内の細胞を刺激し、インスリンを産生することができる細胞へと再分化させる仕組みを明らかにすることが目標です。そ
のために、治験に繋がる最も近い立ち位置で日々の努力を続けています。

　研究を大きく前進させるためには下記の「3 つの基本的な出来事」の解析が必要です。
（1）薬剤により影響を受けた遺伝子の網羅的解析
（2）薬剤により影響を受けた細胞の由来の解明
（3）（1）と（2）を照合して、再分化誘導のメカニズムの解明

　これまでに（1）の “ 遺伝子の網羅的解析 ” を終えました。現在、アプローチを変えて、膵島自体に薬剤を作用させて培養し、
その直接作用により遺伝子発現の変化を検索しているところです。
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　現在の課題は、上記にあるように 3 つの基本的な出来事のうち残り２つを
解析することです。
　研究を進めるためには、非常に高度・高価な実験機器を用いるため、専門
機関との共同研究が必要です。
　本研究は、2018 年の台風第 21 号に係る停電状況（9 月 4 日（火曜日）22
時 00 分時点）により、本段階で全てストップしております。何時間停電して
いたのか不明ですが２日間程度と聞きいております。その際、超低温フリー
ザーに収納していた、試料、試薬の一切を失い研究は振り出しに戻りました。
目下、再実験を進めて居るところです。また現在、コロナ禍で実験の進捗が
乏しいことから、従来とは異なる全く新しいアプローチでインスリンの飲み
薬としての可能性を探索しはじめました。進捗があれば報告させて頂きます。

　研究が完結すれば、成人におけるインスリン産生細胞の再分化のメカニズ
ムの理解が進み、新薬開発への弾みがつくと考えられます。また、同時に新
薬の開発速度が上がり、注射以外の治療法の開発につながります。

　ご支援頂きましてありがとうございました。患者の皆様、家族の皆様、関係者
の皆様からのご支援や励ましは、大変貴重で研究の推進力になります。また大変
ありがたく感じております。一日も早い治療の確立に向けて、これからも弛まぬ
努力で研究を進めています。今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。
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